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【総合計画における分野：参加と協働】 

整理

番号
意見・提言等の内容と市の考え方 

１ 令和７年８月１９日（火）総合福祉センター 

〇シルバー人材の活用について 

（担当所管：総務部 企画政策課 企画係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 人口減少が市政全般に関わることだと思っています。今日の資料に直接書

かれてはいませんが、職員研修や財政改革の中で人材育成の推進というもの

があり、職員に対してのことだと思います。職員の育成に対して、どういう

職員像を求めているのか具体的に教えてください。 

 一番の課題は人口が少ないということと行政職員が少ない中でやらざる

を得ないということだと思います。 

 そこで、私からの提案ですが、私は高齢者で、高齢者が増えてきている中、

従来は軽作業的な部分でシルバー人材を活用していると思いますが、企画運

営のところからシルバー人材を活かすということも一つの方法だと思って

います。制度設計があり、簡単にはいかないと思いますが、人口減少が進む

芦別において、そういう方策を考えていった方がよいというのが私の意見と

提案です。既存のルールから外れないと今後も難しいというのが私の意見の

根底にあります。 

＜市の考え方＞ 

 具体的に期待している職員像について、なるほどと思った反面、市として

特に明確なものはないです。当然、公務員であるので、市民福祉の向上にし

っかりと取り組み、堅実で真面目で主体的な職員像であればよいと思ってお

ります。 

 ご提案のありました、市の企画や政策を立案するところからシルバー人材

を活用するという方法についてですが、市の政策については、基本的なルー

ルとして、法令や予算、組織の運営方針に基づき、市が一定の考え方を持っ

て策定することから、制度的に難しいところでありますが、シルバー人材の

豊富な経験や独自の視点を政策に反映させる一つの手段として、審議会等で

の公募委員としての参画のほか、計画・政策立案に対するパブリックコメン

ト制度もあり、自らの意見を提言できる貴重な機会であることから、積極的

に活用していただきたいと考えております。 

２ 令和７年８月２６日（火）常磐多目的研修センター 

〇まちづくりに対する市長の考えについて 

（担当所管：総務部 企画政策課 企画係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

個人的に昔から政治に興味を持っております。今回の説明を受けて思うと
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 ころは、産炭地の人口の減少で、歌志内や夕張を見ると、すごく人がいなく

なったと感じており、意外と砂川が様々な形で健闘しているなと思っていま

す。  

 まちづくりに対して、市長がこれだと思うことがあれば教えていただきた

いと思います。例を出すと、細谷市長は、学校の跡地から温泉が出て、最初

はお風呂からだったと思いますが、スターライトホテルとなりました。東田

市長の時には、農業まつりが盛大になり、見学に来る人も多くなって、芦別

の農家がすごく盛り上がりました。市長の考えを教えていただきたいと思い

ます。 

＜市の考え方＞ 

今までと違うのは、完全に人口が減少する局面に入っているということで

あり、これは芦別だけではなく、日本全体がそうであることをご理解いただ

きたいと思います。そういう中では、人口減少対策に何か一つというのは難

しいものと考えており、色々なことをやりながら、どうやって人口減少を抑

えていくのかが大事だと考えております。 

 人口は、出産や死亡といった自然増・自然減、転入や転出といった社会増・

社会減があり、若い世代が結婚し、子どもを産んでということが多くなって

くると自然増になりますし、皆さんが健康で長生きしていただければ自然減

が減っていくということになりますので、このことは当たり前にやっていか

なければならないと考えております。 

 また、社会増の部分を増やしていくことで、全体的に社会減が減っていく

と思っており、芦別では現在移住政策として、市外から市内に入ってきた時

には家賃補助があったり、市内で雇用された場合には働いている人に支援が

あったりなど、他市と比べても充実したものがあると思っております。 

 もう一つ考えなくてはならないのが、農業に限らず、どこの業界でも人手

不足で、そういうところをしっかりマッチングさせる、働き手を確保してい

くことによって、社会増、自然増に繋げられると思っております。地域おこ

し協力隊制度なども使いながら、事業は順調に進んでいるが、後継ぎがいな

い方とのマッチングなどをして、社会減を減らしていかなければならないと

考えております。 

 他にも社会的要因と言いますか、芦別高校を存続させていくことに関して

は、仮になくなってしまったら、教員もいなくなりますし、子育て世代も芦

別で働いているが、滝川や砂川に住みながら芦別に通えばいいかとなってし

まうと、一家で外に出てしまう、そういうことも防いでいかなければならな

いなど、なかなか特効薬ということは申し上げられませんが、少しずつ色ん

な政策を積み重ねながら、芦別で長く暮らしていきたいというところを実現

するとともに、外から来て芦別に貢献したいという部分も作っていかなけれ

ばと思っております。 
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  そういう点で言えば、地方創生でいう交流人口、芦別には住んではいない

が、関わりがあるといった交流人口や関係人口を増やしていくことで、ゆく

ゆくは移住に繋げたいと考えており、新しい考え方で二拠点移住などもあ

り、国の制度も変わってくる中で、そういうところも視野に入れながらやっ

ていかなければと思っております。 

３ 令和７年８月２９日（金）にしあしの里（旧西芦別小学校） 

〇まちづくり懇談会参加者の送迎バスについて 

（担当所管：総務部 企画政策課 企画係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

今日、この会合に集まって来る人数がすごく少ないです。市が出してくれ

るバスは、お風呂と理容院の２箇所しか乗り降りできず、途中下車はできな

いと聞きました。団地の方々はお年寄りばかりです。お風呂に手押し車で来

る人もたくさんいます。途中でこまめに拾ってくれれば、もっとたくさん集

まっていたはずです。団地に住んでいる方々から聞きました。もう少し間隔

を短くしてほしいという意見がありました。 

 バスの停留所は、前回の選挙を参考にしたと思います。西芦別６丁目から

２丁目までは距離が長く、どうして中間の４丁目に停車しないのかと選挙管

理委員会に話をしたことがあります。４丁目も停めてほしいです。 

＜市の考え方＞ 

今回、この会場を含め、バス停を８箇所用意していました。東頼城の方も

含めた８箇所ですが、なかなかうまく伝わっていない感じがしましたので、

もう少し近くまで来てほしいというご意見も頂戴しながら、次回以降、でき

るだけきめ細やかに対応できるようにさせていただきたいと思っておりま

す。 

＜追記／令和８年度の改善内容＞ 

令和８年２月に実施した衆議院議員選挙において、西芦別４丁目にバス停

を追加したことを踏まえ、まちづくり懇談会の送迎用バスについても同様に

することとしました。 

 また、まちづくり懇談会送迎用バスについて、昨年度は、関係町内会に対

する回覧用のチラシにより周知を行いましたが、本年度は全戸に配布を行い

ました。

４ 令和７年８月２９日（金）にしあしの里（旧西芦別小学校） 

〇芦別市の強み、魅力について 

（担当所管：総務部 企画政策課 企画係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

北村市長が考える芦別市の強み、魅力は何でしょうか。 

＜市の考え方＞ 

市長に就任してから市外からの人も来ていただき、色々とお話をする中
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 で、芦別市の魅力を教えていただく場面もあります。外から来た人たちから

は、自然が豊かで、人が温かいということを言われます。今まさに世の中が

米騒動になっている中で、芦別市は米が豊作になるのではないかと言われて

いるように、お米を作るにしても、寒暖差があり、気候も暑過ぎず寒過ぎず、

色々な米や美味しい作物が作れる、美味しい食を提供できるということも魅

力ですし、星の降る里と言われるように、上芦別の自宅の空を見上げたら綺

麗に星が見えますし、僕たちは毎日見ているので当たり前のように感じてお

りますが、外から来た人たちにとっては、すごく貴重なものであると改めて

感じております。その魅力を誰にＰＲしていくのかというところにもなって

くると思います。今暮らしている人からすると、魅力やメリットはそれ程感

じないかもしれませんが、市外の人からすると、すごく魅力的に感じる部分

もあるでしょうし、ふるさと納税でお米の申込みがすごく多いというのも、

その一つの現れで、美味しく安価なお米を求める市外のニーズと合ったと思

っております。温泉も市民の皆さんからは使いづらくなったという声をいた

だいておりますが、外から来た人には評価されており、家族で来てゆっくり

一日楽しめて、お湯の質も良く、すごく喜ばれております。 

＜追記＞ 

 芦別市の市域面積８６５平方キロメートルは、北海道の都市部で５番目の

広さで、広大な土地に恵まれております。また、総面積の約９割が森林で水

資源も豊富であるほか、１年を通して四季の変化が明瞭で、豊かな自然に恵

まれた環境から生み出された景勝地や温泉、星空、雲海などは魅力です。こ

のうち「星」については、空気が澄んで美しく見えることから、「星空の街」

として環境省から認定されております。このほか、豪雨や地震などの自然災

害が少なく、安全・安心に暮らせることも魅力です。

５ 令和７年８月２９日（金）本町地区生活館 

〇広報あしべつの色合いについて 

（担当所管：総務部 企画政策課 秘書係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 広報あしべつは極端に言ったら１色、２色と言えば２色です。 

 芦別の面積は８５％以上が森林ですが、危機管理対策課で防災ハザードマ

ップを何年か前に作っていると思いますが、芦別の地図が載っていて、森林

は全部緑です。 

 広報あしべつをグリーンにできないかということですけれども、これを印

刷しているのはワタナベ企画いんさつです。皆さんも芦別慈恵園から年に２

回、３回発行されているものを見ていると思いますが、オールカラーで新聞

に折込されており、同じ印刷会社です。同じ緑でも濃淡がありますので、も

う少し薄いといいと思います。広報を変えることを検討していただけないか

との意見です。上芦別公園祭り、農業まつりのチラシにもグリーンが入って
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 いますし、テレビを見ていてもグリーンが多いです。本日持ってきた資料を

提供しますので、他にもありますので見ていただき検討をいただけないかお

答え願います。 

＜市の考え方＞ 

広報あしべつの紙面をカラーにすることで、視覚的な魅力向上や情報伝達

の効率化などが期待されるところですが、まちづくり懇談会後に実施した広

報紙に関するアンケート調査において、紙面のカラー化について調査したと

ころ、カラー化を望まれた意見は２２件あったものの、「印刷経費がかかるの

であればＷｅｂ上のみカラーのままで良い」との意見が１９８件で、約 

８６．５％を占める結果でありました。現在、スマートフォン等の普及によ

り多くの市民の皆様に、市公式ホームページ上で公開しているカラー版の広

報あしべつを閲覧いただくことが可能でありますことと、カラー化に伴うコ

ストの増大なども考慮し、紙面については現状どおりの対応とさせていただ

きたいと考えております。 

６ 令和７年８月２９日（金）本町地区生活館 

〇市民と行政の連携によるまちの活性化について 

（担当所管：総務部 企画政策課 企画係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

今までもこういった会議に色々と参加をさせていただいております。コロ

ナの前から新庁舎、浄水場の問題など、今回は金額に関することがあまりな

かったということと、市長が変わられたということから、今後の方針の確認

のため参加をさせていただきました。 

 今まで色々と会議の中で新しい何か企画というようなものが、書面にすご

くよく書かれているが、ただ、市民の実感としては、これがどういうふうに

回っているのかなというところが、なかなか実感ができてないというのが正

直なところです。 

 ＫＰＩ（重要業績成果指標）で活動するということは、ＰＤＣＡ（計画→

実行→評価→改善）を回しながら計画をもとに何をやってどうだったかとい

うことを確認し、次、駄目だった場合、よかった場合はどうするかというの

を常にまわしていかなければならないというところが、今まで見えていませ

んでした。 

 今日は色々と説明があり、全て説明をしてもらったわけではないので、読

み返さないと全てに対しての意見が出てこないのですが、トータルとして、

そういうようなことが市民にわかるように、説明や書面、広報などをしてく

ださるといいのかなという気をしながらお話をさせてもらいます。 

 今日、にしあしの里でも説明会があったと思いますが、会社で社員にこの

会が今日あると言ったところ、誰もわかっていませんでした。意外と知られ

ていない。 
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 誰もと言ったら失礼ですが、広報を全て読んでいるかというとそうでもな

いし、周知がされているかと言ってもそうではなく、どちらかというとそう

いうことになります。参加することが偉いとかではなくて、意外と皆の認識

の中で薄れているところを、行政の力でもっと市民を巻き込むような形の活

動について、これからも頑張っていただきたいということを、新しく市長に

なった北村さんにお願いをしたい。説明に対する詳しい意見ではなかったの

ですけれども、総合的にまちがどんどん衰退している中で、何ができるのか

というところで、スポーツの関係で色々なことをやるなど、行政が主導して、

まちの人間を何とか巻き込んで元気よく、このまちが活性することを考えな

がら、お金がかかる面もそうですけれども、色々なことにチャレンジしてい

ただきたい、その結果をどんどん出していただきたいということで、意見と

させていただきます。 

＜市の考え方＞ 

 前段の方は、色々な資料を出していく中で、市民に対して説明する場所を

設けた方がよいけれども、なかなかそれが伝わっていないというお話だと思

います。それにつきましては、情報が溢れている世の中において、そこにし

っかりと届ける難しさは感じております。芦別市のＬＩＮＥ登録者数は人口

の割にはかなり高く、そういうところでも発信はしておりますが、見る側の

問題も多少あると思っておりまして、これだけ色々な情報が溢れている中

で、ＬＩＮＥで流れてきた情報の中から、それが本当に今日のまちづくり懇

談会のものなのか、別なものなのか、そういったものを取捨選択していただ

く中で、しっかりと目に付くような形にするというのは非常に難しく、課題

もあるところだと思いますので、しっかりと勉強をさせていただきながら、

解決できるように取り組んでいきたいと思っております。 

 後段の部分に関しては、今の時代、行政の力もありますが、市民の皆様の

力も必要だと思っておりますので、それが共に同じ方向を向いていくこと

で、実現できるものが地方創生だと思っております。そこら辺をしっかりと

お互いに連携をできるように、頑張っている市民の方々にもご協力をいただ

き、行政を進めてまいりたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願い

します。 
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【総合計画における分野：行財政運営】 

整理

番号 
意見・提言等の内容と市の考え方 

１ 令和７年８月２９日（金）本町地区生活館 

〇行財政改革推進プランについて 

（担当所管：総務部 行革推進課 行革・デジタル化推進係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 行財政改革推進プランができ上がった時に、市民に向けて、新しい行財政

改革はこういうもので、こういう方向に向かって芦別はやっていくという話

の説明会を開かれる予定ですか。可能であれば開いてほしいと思っていま

す。これは要望です。 

＜市の考え方＞ 

市民向けの説明会を開いて欲しいとの要望でございますが、本プラン策定

時に、行政改革推進委員会にてご説明し、また、市公式ホームページにて公

表しておりますので、市民向けの説明会につきましては開催しておりませ

ん。 

 なお、今後につきましても、開催する予定はございませんが、本プランの

進捗状況などについては、広報紙や市公式ホームページなどでわかりやすく

お知らせしていきたいと考えております。 

２ 令和７年８月２９日（金）本町地区生活館 

〇高齢者にとってのデジタル化について 

（担当所管：総務部 行革推進課 行革・デジタル化推進係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 人口推移の話の中で人口が減ることに対しての対策として、デジタル化と

いうことを言っていましたが、年寄りが増えていくまちにおいて、デジタル

化の聞こえはいいですが、年寄りが見たときに、デジタルを使える人がどれ

だけいるかですよね。若い人ならいいですが、若い人はいないし、年寄りば

かりになった時に、デジタル化と言っても、どれだけ意味があるのかなとい

う気がしました。

＜市の考え方＞ 

ＤＸに関しては、高齢者が多いからＤＸが不要なのかというと逆だと思っ

ておりまして、高齢者が多い、さらに、人口が減っていく中では、高齢者を

支えるために人手が要ることから、どこかで人の手をかけないで自動化して

いくことで、フェイス to フェイスの行政サービスや人の付き合いが作れる

時間が生まれると思います。 

この前、研修で本州に行った時に Google の方が来て、結局、自社のＰＲな

のですが、パソコンを皆さん持って来て、当たり前に仕事をし、Chromebook

を持ちましょうといったＰＲでした。それは何かというと、別にパソコン自
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 体が何だということではなくて、Google が提供しているサービスを使うこと

によって、どこにいても、どんなパソコンでも同じようなことができる。つ

まり、役所にいなくても、外に行って同じようなことができることで、もっ

と市民と行政の職員との距離感が近くなるようなことに繋がるというお話

をされており、まだ色々と課題はあるのかなという部分もありましたが、 

ＤＸを進めることでそういった未来も見えてくるのかなと思っております。

要は、ＤＸが進み、紙と同じようなプラットフォームでいけば、皆様が紙を

使おうがパソコンの中で見ようとも、同じようなサービスを提供できるとい

うこともありますので、ＤＸと聞いてすごく遠い話だと思わないで、もう少

し身近に感じていただきたいと思いますし、デジタルデバイドの解消もして

いかなければならないと改めて感じたところでございます。 

＜意見・提言等の内容＞ 

デジタル化は確かにいいと思います。年金で暮らしをしている人がパソコ

ンと言われましたが、そういうものを自在にこなせる人をどう確認されてい

るかわかりませんが、例えば、市の方で年寄りに一人ずつパソコンを与えて、

こうやればオンラインで繋がって情報が行き渡りますとか、そういうことで

あればわかりますが、具体性というかそういうのがなかなか見えてきません

でした。 

＜市の考え方＞ 

高齢者にとってＤＸが遠くて使い勝手が悪く、自分たちだけではできませ

んというお話だと思いますが、行政サービスを提供する側がＤＸ化をするこ

とで、より高齢者に対するきめ細かいサポートができるようになるというと

ころですので、皆さんが無理やりデジタル機器を使わなくてはいけないとい

うことではなく、行政側がＤＸ化を進めることで、人と人との対応もできる

時間が増えてくる。そういうイメージを持っていただけたらいいのかなと思

っております。当然、できる方は色々なことを電子の中でやっていただけれ

ばいいと思いますし、できない方にまで無理やり押し付けるようなことはな

いというところはご理解いただければと思います。 

＜追記＞ 

 昨年、会場でお答えしたとおり、デジタルに不慣れな高齢者の方や、年金

暮らしの方にパソコンを購入して、デジタルに対応してくださいとは考えて

おりません。行政がＤＸ化を進めることにより、事務の効率化を図ることで

生じる時間の余裕を、市民と接する時間に充てることができるため、市民サ

ービスの充実につながると考えております。 

 なお、本市では、デジタル活用に不安のある高齢者等の解消に向けて、「誰

一人取り残さない、人に優しいデジタル化」の実現に向けた取組を推進して
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おります。社会全体のデジタル化が進む中で、デジタルデバイド（情報格差）

を解消し、誰もがデジタル化の恩恵を受けられる環境を整備していくため、

デジタルに不慣れな高齢者を対象にした「シニア向けスマホ教室」を令和４

年度から継続して開催しております。このほか、令和６年度からは、パソコ

ンやスマートフォン、タブレット端末から、公共施設の空き状況の確認や施

設の予約ができるシステムの運用を開始し、利用者の利便性の向上につなが

っております。  

 今後は、市民生活の利便性向上が図られることから、自宅に居ながら介護

認定申請や、犬の登録申請などの申込みや届出等の手続きが可能な「電子申

請サービス」の実施も検討しており、ＤＸ化による効果が実感できるよう努

めてまいりますので、デジタルを敬遠せず、積極的にご利用いただければと

思います。
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【総合計画における分野：移住・定住】 

整理

番号 
意見・提言等の内容と市の考え方 

１ 令和７年８月２６日（火）常磐多目的研修センター 

〇婚活支援の推進について 

（担当所管：総務部 企画政策課 移住定住推進係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 農業のことにこだわって話をするのですが、農業の後継者から跡を継ぐと

言われたら、やれやれと思うのですが、その後、伴侶に関して、農家という

ことで拒絶される方がほとんどなのかなと、どうすればいいのかと思ってい

ます。 

 農家に限らず、伴侶を得るために行政が工夫していることもありますが、

もう少し積極的にという思いがあります。私の息子などもそういう経験が少

しありましたが、仲間とバンドをやっているうちに、面白くなって打ち込ん

でいたら全道一になりました。親としては、メロンの収穫期に早く起きてほ

しいと思いましたが、夜遅くまでやっていたので、もどかしいところはあっ

たものの、我慢をしながら見ておりましたら、全道一になったことが広まり、

メロンの育苗施設にテントを張ってイベントをやると、多くの人が集まりま

した。市役所や農協の職員なども多く集まり、積極的にやっているうちに伴

侶が見つかりました。積極的にやれば、幸せをつかむ人がいるわけで、市と

してもそういう機会を作っていただければ、音楽に興味を持つ方が多いと聞

きますので、そういう催しを考えてはいかがでしょうか。

＜市の考え方＞ 

市としても過去に農業者に対する婚活パーティーを企画し、数年にわたり

実施しましたが、なかなか結果に結びつかなかったという経過があります。

確認しましたところ、その当時、適齢期だった方のパートナーが見つからな

かった一方、その下の世代はパートナーを得ていて、今は婚活パーティーが

必要ない時期なのかなと認識しております。 

 結婚相手を見つけるということは、機会が大事だと思っております。一つ

のことではなく、様々な機会に顔を出すことにより、生涯を伴にする方が見

つかるのかなと考えておりますので、農業者に限らず、若い世代の方にもも

う少し積極的になっていただければと思っております。どういう形が良いの

かはありますが、まち全体として、若い世代が結婚して子どもを一人、二人

と育てやすい環境を作っていくことが、まちづくりとして大事だと思ってお

りますので、貴重なご提言として受け止めさせていただきます。 
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【総合計画における分野：都市基盤】 

整理

番号
意見・提言等の内容と市の考え方 

１ 令和７年８月１８日（月）頼城多目的研修センター 

〇路線バスの運行について 

（担当所管：総務部 企画政策課 企画係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 バス路線の見直しは５年に１回でしょうか。 

 すごく危険な場所、すごく細い所（市営住宅の間）をバスが通っています。

＜市の考え方＞ 

 路線の見直しに関わっての質問かと思いますが、５年に１回というのは契

約期間でありまして、路線に関しては、要望があればお伺いし、地域公共交

通会議がありますので、その中で、必要性について検討して変えていくとい

うことになっております。令和６年１２月に本町循環線を増やし、頼城線に

関する部分で言えば、時間を変更するなどしましたが、そのことに関しても、

１年以上前から要望や議題として出ていたことについて、データ等を基に検

討した経過がありますので、ご要望があればお伺いしたいと考えておりま

す。 

 また、市営住宅の間をバスが通っていることに関しては、懇談会終了後、

委託事業者に指導しております。なお、委託事業者に事情を確認したところ、

芦別駅から終点到着後に方向転換する必要があり、安全性の観点からバック

をせずに方向転換がしたいとの声がありましたので、路線の変更も含めて検

討しているところです。 

２ 令和７年８月２０日（水）野花南生活改善センター 

〇交通不便地域の解消について 

（担当所管：総務部 企画政策課 企画係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

公共交通について、野花南だけキラキラバスが走っていないということ

で、まちづくり懇談会がある度にお願いをしております。先日、市職員が生

活改善センターまでお越しいただき、町内会長と私の４人で意見交換をさせ

ていただきました。 

 １３年前、野花南でどの程度の人が利用するかというテスト実施をしまし

た。私も実はこのことを知りませんでした。１か月間、芦別までバスを走ら

せ、乗車した人は残念ながら４人だけでした。高速バス（富良野号）は走っ

ていますが、間引き運転となっており、これがいつまで続くのかという心配

があります。停留所は４番通と駅前の２箇所しかありません。野花南は端か

ら端まで広く、奥まった所の人はそこまで行かないといけない。市としては

難しい問題ではあるが、前向きに進めたいという話があり、ライドシェア、

自家用有償旅客運送のことについてもお話をいただきました。 
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 野花南も人口が減ってきており、高齢者が６０％くらいだと思います。免

許を返納しなさいという話もあり、私自身も免許を返納する年齢になってき

ました。改善センターから近い人は例会に歩いて来られますが、奥まった農

村の人は車がないと出て来られません。何とかよい方法がないかということ

で、永遠のテーマかもしれませんが、少しでも前に進めていただければ大変

ありがたいと思っています。 

＜市の考え方＞ 

 地域公共交通に関して、何か新しい解決策がないのかということであった

と思います。具体的にできる、できないという話は詰まっておりませんが、

先日、九州の村でやっている、人口密度が低く、地域公共交通で対応するこ

とが難しい民間の事業をご紹介いただきました。地域の交通事業者の職域を

侵さないなど、すごく参考になりましたので、勉強させていただき、地域の

皆様方に相談させていただき、更にはご協力をいただきながら、みんなが少

しずつ我慢をして、交通不便地域の解消に努めてまいりたいと思っておりま

す。 

 また、地域公共交通の実証実験については、平成２４年に１か月間実証実

験を行い、週２回２往復での利用人数が４人でありました。今後の対応です

が、ライドシェアというお話がありました。ＪＲや高速バスも走っておりま

すが、バス停や駅まで遠いという話を数年前からいただいておりますので、

国の制度や状況を見ながら、もう少し情報を集めながら、なるべく前に進め

たいと考えております。 

＜意見・提言等の内容＞ 

 車がないと、買い物に行きたくても行けないです。年寄りだから思うよう

にいきません。芦別の人はいいですが、野花南だと遠いです。小さい車でも

いいので、芦別まで乗せて、降ろしてくれればいいです。月２回くらいでも

いいです。２００円、３００円でも出します。帰りに降ろす時は野花南のセ

ンターでもいいです。そういうことを考えて欲しいです。 

＜市の考え方＞ 

 野花南地域でも色々な事情があって、ライドシェアをやってほしいという

ニーズがあると思っております。実証実験で１か月に４人というお話もあり

ましたが、１０年以上経って、地域の皆さんのニーズも変わってきていると

思いますので、丁寧に意見を聴き、どういう形でできるのかということをお

時間いただきながら検討させていただきたいと思っております。今回、貴重

な意見を聴かせていただきありがたいと思っております。 

＜実証実験についての追記＞ 

 地域公共交通計画（令和５年度～令和１４年度）に掲げる交通不便地域（野

花南地域）への対応を図るため、町内会との意見交換を重ねながら、令和８
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年度中に乗合運行の実証実験を実施する予定です。（現在、期間を令和８年

１０月から１年間として、野花南地区の自宅と芦別市内の各施設（６箇所を

予定）とを結ぶ乗合タクシーの実証実験運行をするため、調整を行っており

ます。） 
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【総合計画における分野：生活環境】 

整理

番号
意見・提言等の内容と市の考え方 

１ 令和７年８月１８日（月）頼城多目的研修センター 

〇再生可能エネルギー発電事業について 

（担当所管：市民福祉部 市民環境課 生活交通係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 ソーラーに関しても２０年したらどうなるのか。インドとかの会社と聞い

ています。 

 この間、管理会社の方が来ていましたけれど、その後は違う管理会社に渡

してしまうのではないでしょうか。 

 仕事で来るのは日本人か聞いたところ、日本人ですと答えていました。 

＜市の考え方＞ 

 この件に関しては、冷静に見ていかなければと思います。 

 建設業者、発電事業者など関連する企業があり、全て自社で建てるわけで

はありません。 

 前提として市の土地ではないので、以前に住宅が建っていた土地を買い取

って太陽光パネル、再エネと言われていますが、そういった利用をするとい

うことで、事業の説明があったところです。 

 インドとかと聞いたらドキッとするかもしれませんが、ブルーリーフとい

う会社は大きい所で、色々と見ている中では、すごい会社だという情報を得

ております。ただし、管理にあたっては、合同会社、一つ会社を作って、そ

の会社に運営してもらうと聞いております。また、物が古くなった場合は、

国の方で廃棄するのにいくらかかるとか、それに対しての積立てをするよう

に定められており、できないと許可が下りないことになっております。

２ 令和７年８月１８日（月）であえーる緑幸団地集会所 

〇公園及び歩道の草刈について 

（担当所管：経済建設部 都市建設課 土木係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

みどり公園の話ですが、草が茂っていて、お盆に子どもたちが帰ってきた

時に使えないといった声をたくさん聞いています。 

 また、歩道も草が出てきていて、家の周りは自分でもやっているが、空き

地から歩道に出てきており、自分が鎌でやれる範囲も手が痛くなるため限ら

れるので、そういったところも見てやってほしいと思っています。 

＜市の考え方＞ 

公園の草については、業者又は町内会に管理を委託しており、利用者の安

全確保や子どもたちが安心して利用できる環境を維持するため、適切な時期

に草刈りを実施します。 

 また、歩道の草については、現地の状況を確認して適正に対応します。 

 なお、空き地の草については、土地の所有者又は管理者が行う責任がある
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 ため、指導等により注意を促します。 

３ 令和７年８月１８日（月）であえーる緑幸団地集会所 

〇空き家・空き地の管理について 

（担当所管：経済建設部 都市建設課 住宅係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

空き地の持ち主に対して、市として何も言えないのでしょうか。 

 家の周りに建物のない空き地が４件ほどあり、状況としては建物が倒壊し

て、そのまま空き地となっているところもあり、そんなところは何十年も経

つと草だけではなく、山のようになっており、家から道路が見えなくなって

しまっている。周りがそのような状況のため、自分の家が草の中に建ってい

るようだと皆から言われています。 

 ３～４人の空き地の所有者もわかっているので、ちょっと言ってもらって

お願いできればいいなと思うのですが・・・。自分の土地なのだから、責任

もってやってほしいです。 

＜市の考え方＞ 

基本的に民地で所有者がいる土地については、直接、市などの第三者が草

を刈る、ごみを拾うなどはできない部分があります。 

 どうしても交通安全上問題が出ている、あるいは、危険が及んでいるとい

った場合に所有者を探してお願いをするといったことしかできないのが、市

としてできる範囲の実態となっております。 

 また、空き家については、解体せず、手入れもされないまま屋根のトタン

が剥がれてきたり、壁が落ちてきたりなど、そうなればいよいよ隣近所に迷

惑がかかる状況となってきていることもある状況から、３年に１回は空き家

の実態調査を実施しております。空き地の調査については、実施していない

ところですが、そういった中で市民の皆さんに危険が及ばないように対応を

してきているところです。 

令和７年８月１９日（火）総合福祉センター 

＜意見・提言等の内容＞ 

あちこちで空き家が増えており、草がぼうぼうとなっているところも増え

ています。空き家の管理ができていないところが多く、気になっています。

広報を読んでいても 市の動きが見えないので、市がどのように動いて対応

しているか住民にわかるように伝えてほしいです。 

 私は議会を YouTube で聴いているのでわかっていますが、市民の人に対す

るＰＲがあまりないと思っています。市民がそれをどう受け止めて、どう判

断すべきかわからないので、市民にわかるような広報や対応が必要であると

思っています。 

＜市の考え方＞ 

空き家に関しては、そのまま使えるものから特定空き家と言われるような
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 倒壊の恐れがあるようなものまで程度があると思います。まずは、そこを区

別する必要があります。空き家は個人の持ち物が大半であり、それを市が壊

し、管理するということにはなかなかなりません。市としては、空き家・空

き地情報バンクというものを持っているので、そこに登録していただきなが

ら持ち主を探すということをやっております。また、民間の不動産屋さんも

あるので、そういうところも活用して、できるだけ空き家を資産としてしっ

かりと管理しながら次に活かしていただくということがよい選択肢である

と思っております。 

 管理不全の空き家に対する市の対応について、現状の対応を報告したいと

思います。特定空き家という位置付けがあり、そのまま放置すると強風や何

かの拍子に、隣近所に住んでいる人に危険が及ぶ空き家を特定空き家と言っ

ております。国の方でも法律上、特定空き家という位置付けをしております。

こういう空き家が見つかると、市では所有者を調べて、所有者の方にきちん

と管理するようお願いしておりますが、このお願いがなかなか聞き入れられ

ない、あるいは、所有者が亡くなり、どなたも財産を引き受ける人がいない

という案件がたくさんあります。その場合、誰が相続人かという追跡調査を

して、そのうえで、解体なり保全措置を口頭や文書でお願いしておりますが、

それでもやっていただけない場合、市民に危害が及ぶことから、代執行とい

うことで、市がその所有者になりかわって保全措置を行っております。保全

措置とは、例えば、ロープネットで飛び散らないように固定したり、あるい

は、解体してしまうこともあります。解体するとお金がかかりますが、その

費用は所有者に請求させていただきます。いよいよとなれば市がやらざるを

得ないということで、直接手を下すというのが現状です。 

 また、市民への周知については、ご指摘のとおりだと思っております。空

家等対策計画というものを持っており、市がどういうことを目的として取り

組んでいるかということを盛り込んでおります。広報をどのようにやってい

くかについては、これから時間をかけて取組をしていかなければと思ってお

ります。効果的な方法はなかなかないですが、例えば、特定空き家になると、

解体費用の一部を市が応援するという制度を持ち合わせております。これか

ら人口が減って、空き家が増えるという傾向は変わらないので、そうした有

利な支援制度を含めて、空き家の管理責任は所有者にあるということを強く

訴えていかないといけないと考えております。 

＜意見・提言等の内容＞ 

 芦別には空き家がものすごくあり、三角山にも３０件くらいある。土地も

建物もただであげるという看板も立っている。三角山は買い物に行くのも大

変である。駅前辺りもかなり空いている。上芦別の財閥の立派な家も誰も住

まないで放置されており、不動産会社に何回か相談したことがあるが、家を

ほしいという人の世話をしており、結構忙しいようである。売るところがあ
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 れば売ってあげるよと言っていた。歌志内は空き家がほとんどない。赤平も

真似をして、空き家がなくなってきている。まちの人が誰かに頼んで話し合

い、協力してもらっているので、空き家がなくなっている。 

＜市の考え方＞ 

 歌志内、赤平に空き家がないという情報をいただいたので、どのようなこ

とをやって、どのような効果があるのかを調べたところ、歌志内市及び赤平

市ともに空家等対策計画の策定及び空家等対策協議会を結成し、特定空家の

認定や空き家管理に対する指導・助言を行いながら、空き家バンクや解体助

成等を活用し、増え続ける空き家への対策を進めているとのことでした。 

＜参考＞ 

〇芦別市第２次空家等対策計画（令和７年４月） 

 芦別市空き家 ８９４件（令和７年調査） 

〇第２期赤平市空家等対策計画（令和６年３月） 

 赤平市空き家 ４２２件（令和５年調査） 

〇歌志内市空家等対策計画（令和５年３月） 

 歌志内空き家 ７３０件（平成３０年調査） 

４ 令和７年８月１９日（火）総合福祉センター 

〇合同墓の建設について 

（担当所管：市民福祉部 市民環境課 環境衛生係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 市民から色々と頼まれている。頼まれているのは８０歳以上の人ばかり

で、３０年以上前からずっと頼まれている。今日の懇談会に来てくれればよ

いが、年寄りだから出て来られない。 

 合同墓をやってほしいと頼まれたが、赤平より先に芦別がやることはでき

ないと言って断った。赤平の合同墓に１０人くらいのお客さんを世話してあ

げて、大して喜んでいた。滝川からも相当来ており、この界隈では一番安い。

だから、みんな申し込んでいる。年寄りは寝込んで、家に閉じこもっており、

息子さんなどは遠くにいる。年寄りが一番困っていると思う。今日どうして

も言っておきたかった。墓じまいが進んでおり、早くやってもらいたい。 

 色々と検討しているが、芦別墓地は市の土地の中では無理である。桜ヶ丘

霊園も考えたが、無縁塔があり、同じ市に合同墓を２つつくることはできな

い。現在の無縁塔のコンクリートを破り、中を掘って２つに分けて、合同墓

と一緒にやればお参りする人も楽で、値段も半分くらいでできる。これは最

高だと思う。 

＜市の考え方＞ 

 近年の少子高齢化や核家族化等の社会構造の変化に伴い、合同墓への関心

が高まっており、令和７年度に芦別市民１，０００人を対象とした合同墓に

- 17 -



 関するニーズについてアンケート調査を実施した結果、回答者の約７割が

「公設公営の合同墓が必要」と回答いただきました。 

 以上のアンケート結果を踏まえ、令和１０年度の供用開始に向けて、合同

墓の建設を進めることとしました。 

＜意見・提言等の内容＞ 

 今日、三笠の中央霊園（財団法人）というところに行って来ました。うち

の母をそこの合葬墓に入れており、私も生前予約をしています。５万円でプ

レートをつくってもらえます。お墓というのは近くても遠くてもなかなか行

けなくなります。八十八箇所は山の上で、お年寄りは行けなくなります。 

 一度、ＮＨＫで見たことがありますが、平らなところにモニュメントみた

いなものをつくり、公園にして、カフェもあり、そこにお骨を納めるという

方式でデザイン企画をしている若い方がいます。あながち遠いところでなく

ても、まちの外れでもよいと思っています。送骨パックというお骨を送ると

いう制度もあります。日本全国から星の降る里でお骨を納めませんかという

こともアイデアとして出したらよいと思っています。 

 私が予約している三笠は丘の上にありますが、すごく綺麗に整備されてお

り、お墓まで車で行けます。八十八箇所は駐車場に車を置いて上がらないと

行けません。これからは平らなところにお墓を持っていくべきではないかと

思っています。 

＜市の考え方＞ 

 様々なご意見があると思いますが、設置場所は関係法令に基づき、国道、

道道、その他交通の頻繁な道路、軌道、河川、湖沼、海岸、公園、学校、病

院、その他の公共施設、人家から１１０メートル以上離れている場所となっ

ており、市として維持管理をする上で、経費がなるべく少なく済むこと、駐

車場の確保等を考えると、なかなか適当な場所がなく、既存の桜ヶ丘霊園が

適当であると考えております。 

５ 令和７年８月２６日（火）常磐多目的研修センター 

〇芦別浄水場の事業費について 

（担当所管：経済建設部 上下水道課） 

＜意見・提言等の内容＞ 

浄水場の建設費が高騰していると思いますが、大丈夫でしょうか。 

 他のまちでは、公共事業の入札が成立しなかったなどといった話を聞いて

います。市民が飲む水を作る所ですので、是非進めてほしいと思いますが、

建設費の高騰が財政を圧迫して、新城線やキラキラバスなどに影響しないよ

うにしてほしいと思っています。 

＜市の考え方＞ 

ご心配いただいている部分は、賃金や資材費が上がっていることに関して

だと思います。 
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 概算事業費については、令和６年時点で５０億３千万円を見込んでおりま

したが、その後の物価及び人件費の上昇を考慮した結果、現時点においては

５７億４千万円を見込んでおります。  

 また、中東情勢の影響による価格動向につきましては、現時点では不確実

性が高く予測困難な状況ではありますが、最新の経済指標や市場動向を常に

把握するよう努めてまいります。 

 工事につきましては、令和８年７月頃着工予定とし、令和１１年４月の供

用開始を目指しております。 

６ 令和７年８月２６日（火）新城多目的研修センター 

〇道路沿いにおける木の伐採について 

（担当所管：経済建設部 都市建設課 土木係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 先日、町内の委員会や北地区の町内会の会合でも話が出ましたが、難しい

問題ですぐには返事をできないと思いますので、問題提起だけさせていただ

きたいと思います。 

 先日もこちらの地区で停電が起こり、２時間弱だったと思いますが、原因

が木の接触でした。街中を走っている分にはあまり気にならないかもしれま

せんが、北海道の田舎を走りますと、そこら中の道路沿いの電線に木が触れ

ているような状態となっています。電柱を立てた頃には、あまり気にならな

かったはずでしたが、３０年、５０年と経つと木がものすごく大きくなって、

枝払いでは追いつかないくらいになり、木を伐採したりしないと台風が来た

り、雪が邪魔をしたりして、停電の頻度が増えてくると思います。 

 何年か前に地震でブラックアウトがありましたが、木が倒れると停電にな

り、それを対応するためには、北電や国道、道道、市道の管理者が管理をし

ていく必要があります。国道沿いの電線はきちっとされているみたいです

が、その他の道路沿いの電線は管理がされていなくて、芦別から新城に来る

道路でも木がいっぱい触っているところが見られると思います。木を処分す

るには、地主の問題とか色々あると思いますが、多分これからそういった問

題がどんどん出てくると思いますので、地権者などの問題が色々あるので、

法律の改正や新たに作ったりし、木の管理をするためのそれなりの人材・機

械や法律の要件、費用負担など、北電との連携だとか１０年、２０年、３０

年掛かりの仕事をしなければならないと思います。 

 全国で下水道の老朽化も問題になっていますが、それと同じようなことが

起こると思うので、私が「ああだ。こうだ。」と言ってもどうにもならないの

で、市から道に言っていただき、そこから国会議員に働きかけるなどして、

そういったことの管理ができるようにしていただきたい。河川や道路などの

インフラはやらなければいけないことがいっぱいあると思いますが、北海道

の人たちはこれからしょっちゅう停電が起こることとなると思います。この

地域での一番の課題は現時点ではそれかなと思いますので、よろしくお願い
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 いたします。 

 多分、芦別市だけでも何千本、何万本となると思います。今のやり方だと、

一本の木を切るのに作業車が来て、道路を管理する人が来て、各方面から何

人も来て、一本の木を切るのに何十万円もかかる。そんなことをやっていた

ら、いくらお金・時間があっても足りないということだけはわかっておいて

ほしい。計画的な事業をやっていかないと対応は難しいと思います。法律を

作って、地権者とか色々な関係を整理して仕事をしていかないと対応ができ

ていかないと思う。 

 今の地権者の問題は、市にお願いしているところは市道です。地権者はみ

んなではなく、道路の法面から道路までは市になりますので、市が持ってい

る土地の中で起こった事故は市が負わなければならない。その中で、仮に木

が折れて車にぶつかったという場合には、市に責任があるかもしれない。そ

ういう木を切ってほしいという意見だが、人が切るような話ではなく、そん

なことをするから１本１０万円も２０万円もするが、時代は変わって海外で

はやっていますが、ユンボでできるチェーンソーがあります。木を支えて木

を切る、そして、その木を市の土地である道路の側溝に置けるようにできる

法整備をしなければいけない。産業廃棄物として処理をしなければいけない

から、北電は枝しか切っていかないため、また伸びたらすぐに引っかかって

しまう。それらを合わせて市からお願いをしなければならないのは道です。

道道４号線はかなり被っているところがありますので、それが折れて車にぶ

つかったらどうするのかといった問題がある。道路敷地は民間で持っている

のではなく、国、道、市であることから、その敷地は民地にはなり得ない。

 この前、交差点の見通しが悪くて、市にお願いしたが切ってもらえなく、

自分たちで切りましたが、人手で切るにしても人がいないことから、やはり

重機を使って思い切って切っていく、切った木は産業廃棄物とするのではな

く、その場所に置いておくと、鹿の通行の障害にできるかもしれないし、片

づけなくてもいい。今は片付けるまでが求められるから予算もつかないし、

事故が起きてからの対応となると思いますが、その時に車の損傷だけであれ

ばいいけど、死亡事故になると市で賄い切れるのかと思います。芦別には市

道がたくさんあるだろうと思いますが、そういった木もあるだろうと思いま

すので、森林組合で持っているような重機で切っていくとそうでもない。今

日、明日すぐにという話ではないが、私はそう思っております。 

芦別の何処にでもあるということで、北電の電線のほとんどは道、市の土

地の中にあるということから、何処ということではない。例えばではあるが、

こちらから黄金・常磐に行く途中の道路脇にもアカシアが生えていますし、

車道でなく歩道に被っている木もあります。あのような木も老朽化で風が吹

くと倒れてくる。車にあたる。人が死んだ。その時になってからでは遅いと

いうことを言っているのだと思う。人の命に関わることの無いように対応を

した方が良いと思っている。 
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＜市の考え方＞ 

 市道における危険木及び支障木については、道路パトロール等により早期

発見に努め、必要に応じて伐採や枝払いなどによる対応を図っております。

 また、北海道や国が管理する道路については、雑木の状況などを各管理者

へ情報提供を行い、対応を要請します。 

 なお、民地からの危険木及び支障木については、土地の所有者又は管理者

が行う責任があるため、指導等により注意を促します。 

７ 令和７年８月２９日（金）本町地区生活館 

〇イルムケップ山の森林伐採について 

（担当所管：経済建設部 農林課 林務係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 今、ニセコ、富良野とかの方に外資が入ってきて、森林を伐採して家やマ

ンションを建てられたりして話題になっておりますが、富良野は芦別のすぐ

隣りです。芦別は山もあって水源を抱えているので、例えば、そういう所の

森・山を伐採されたりすると、市民の水とかも気になったりしていますので、

そういうことも少し考えていただきたいと思います。 

＜市の考え方＞ 

 イルムケップ山地区は道有林であることから、法令により無秩序な伐採や

建築は規制されており、心配はないと考えられます。 

 また、芦別市においては、水源涵養林となる山林のほとんどが国有林、道

有林であることから、直ちに外国資本による水源涵養林の取得につながるも

のではありません。 
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【総合計画における分野：農林業】 

整理

番号
意見・提言等の内容と市の考え方 

１ 令和７年８月１８日（月）であえーる緑幸団地集会所 

〇有害鳥獣（鹿）対策について 

（担当所管：経済建設部 農林課 林務係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

鹿が５～１０頭くらい出てきており、草の中に隠れていて、夜に悪さをし

ているみたいなので、何とかならないかと頭を悩ませています。 

 お盆のほか、連休などの時期も考えながら、対応をお願いしたいです。 

 窓を開けたら鹿がいました。畑なんかもみんな食べられたりしており、ス

イカも１０個くらいやられています。あの手、この手で対策していますが、

先回りされてやられてしまいます。 

＜市の考え方＞ 

この地域は比較的、芦別の中での都市部であると思っております。野花南

などでは、家のすぐ傍まで来て不安だといった相談をよく受けたりしてい

て、当然駆除といったこともしないといけないと思うとともに、寄ってこな

い工夫も必要と思っていて、木酢液や火薬のにおいなども鹿が嫌がるそうな

ので、そういったもので自己防衛的なことをやってみてはどうでしょうか。

 以前よりは、まちの中でもあちこち鹿が出るようになっておりますが、ま

ちの中に出る鹿やアライグマなどは箱罠や鉄砲での捕獲ということができ

ません。猟友会の人に頼んでもどうしようもないことなので、どこかに行っ

てしまうのを待つしかないのが現状です。 

令和７年８月２９日（金）にしあしの里（旧西芦別小学校） 

＜意見・提言等の内容＞ 

芦別市内にいるとあまり感じませんが、通勤で西芦別に通って仕事をして

いると、野生動物、特に、鹿が非常に多く、夕方近くになると、当社の美術

館横のグラウンドや中央公園、私たちの社宅近辺に何百頭もの鹿がいます。

鹿にぶつかってしまうと、交通事故で車が破損してしまい、命にも関わりま

す。行政としてもどこも大変だと思いますが、芦別では鹿対策についてどの

ように考えていますか。 

＜市の考え方＞ 

芦別市の鹿対策としては、有害鳥獣として農林業の被害を減らすという意

味での駆除のあり方というところだと思います。交通事故についての対応策

は特に持っておりません。 

 １０年くらい前であれば、農作物や森林の食害がメインでしたが、野生動

物が増えており、人口が減っていることもあるかもしれませんが、街中に出

てきており、住民の皆さんも恐怖を感じております。他の地域のまちづくり
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 懇談会でもその話が出ていましたが、それに対する行政の対応策は今のとこ

ろ見出せておりません。今回、熊や猪を対象（鹿は対象外）に、市町村の権

限で撃てるというルールに変わりましたが、それをやるにしてもハードルが

高いので、鹿や熊が街中に入って来た時、今までどおり警察に頼ってやると

いう対応になると思います。野生動物は市の括りとは違い、山を中心に、色々

な自治体にかかりながら生活していると思います。芦別市だけでやるのでは

なく、道が先頭に立って、地域全体として数をどのように管理していくかが

課題となってくると思います。そこは、道と連携しながら考えていかなけれ

ばと思っております。 

 鹿に対する市の対応についてですが、エゾシカについては、昨年度８００

頭捕っております。箱罠やライフルで猟を許可されている芦別猟友会という

団体に委託し、１頭捕ったらいくら、１回出動したらいくらという形でお願

いしており、ほぼ１年中捕っていただいております。４月から１０月末くら

いまでは国有林以外を中心に猟友会の人たちが分かれて、それぞれ自分のタ

イミングで、土地の所有者にお断りし、私有林や道有林の許可を得て、発砲

（猟）を行っております。エゾシカは国有林の中が最も多く、毎年、滝里町

では国有林に餌を置き、寄って来た鹿を集中的に鉄砲で捕獲しております。

北海道のエゾシカ対策計画もあり、１日１頭までとなっておりますが、雌鹿

については減らさないと個体数が減らないので、頭数を規制せず、多く捕っ

てほしいと全道に推奨して働きかけております。北海道としての掛け声はあ

りますが、北海道が芦別に入り、道としてエゾシカの駆除をするということ

はないので、芦別猟友会にお願いしてやるような形になっております。我々

も西芦別の鹿は多いという印象を持っておりますので、例えば、西芦別の国

有林の中で、滝里でやっているように、餌を置いて集中的に駆除するような

ことも猟友会と相談して実施できるようにしたいと思います。国有林の中が

駄目であれば、他の山も含めて、私有林や道有林があれば、そういう所でや

れる対応をしたいと思います。 

 先日、緑町のまちづくり懇談会でも、街中の鹿をどうにかしてほしいとい

う話がありましたが、人の生活圏に出られると、鉄砲の駆除や箱罠を置くこ

とができません。人に危険が及ぶような場合や農作物を食い荒らしている場

合は緊急的に爆竹で追い払うことはできますが、根本的な解決にはならない

ので、移動してくれることを待つしかないのが現状です。 

＜追記＞ 

エゾシカの狩猟を目的に猟友会による共猟（きょうりょう）が、毎年１０

月～３月にかけて、西芦別地区を含む市内の市有林と私有林で行われており

ます。今後においては、森林管理署及び芦別猟友会と本市が連携を図りなが

ら、生息数が多い国有林内において、給餌誘因による集中捕獲等により効率

的に駆除作業を行う取組についても進めていくことで、西芦別地区の生息数

の抑制に努めたいと考えております。 
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【総合計画における分野：観光】 

整理

番号 
意見・提言等の内容と市の考え方 

１ 令和７年８月２９日（金）にしあしの里（旧西芦別小学校） 

〇観光戦略について 

（担当所管：経済建設部 商工観光課 観光振興係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 人口減が常に大きな問題であると思っていますが、手探りで、どこから始

めて、手を付ければよいのかわからない。例えば、初山別村は無料の素晴ら

しいキャンプ施設で有名です。魅力があるから、そこに来た人から You Tube

や口コミで伝わり、人が集まって来る。僕は昔から芦別のイメージと言うと、

お金をつぎ込むとすぐ回収しようとして、高いお金を取ろうとする。そうす

ると、リピータが来なくなってしまう。とにかく人が集まるようなことを何

かやってみては。回り回って、市にお金が入ってくるような考えや企画は何

かないか。 

 星の降る里は有名ですが、星を綺麗に見られる場所や寝転がって見られる

場所はどこにもないです。雲海も上金剛山から見られますが、アクセスが悪

過ぎます。あそこも少しは良くなったみたいですが、そういう所に手を付け

て、何かしらの魅力をつくり、人が来るということを考えてはどうかと感じ

ています。

＜市の考え方＞ 

ご意見をいただきました、「回りまわって市にたくさんお金が入ってくる」

きっかけとなる「とにかく何か人がたくさん集まるようなこと」につきまし

ては、現在、新しくそのような企画やイベントを実施する考えは持ち合わせ

ておりませんが、どうすればたくさん人が集まり、それが宣伝効果となり市

の色々なところへ波及効果が生まれるか、戦略的に仕組みづくりをしていか

なければならないと思います。そのために、まずは全国的な知名度を上げる

ことが大事ではないかと考えており、現在、芦別観光協会が中心となり、 

ＳＮＳ等を活用しながら、日々情報発信をしているところであります。 

 本市の観光を推進していく発信力の強化に関しましては、市民の皆様のお

力添えも必要だと感じておりますので、これからもご協力のほどよろしくお

願い申し上げます。 
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【総合計画における分野：保健・医療】 

整理

番号
意見・提言等の内容と市の考え方 

１ 令和７年８月１９日（火）総合福祉センター 

〇市立芦別病院の診療体制について 

（担当所管：市立芦別病院事務部 事務課 総務係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 私は何年も市立病院の循環器科でお世話になっており、最近は泌尿器科で

もお世話になっています。本当にありがたいと思う反面、市立病院をやって

いけるのかという不安もあります。あと何年生きていけるかわかりません

が、患者さんで通っている方も結構います。医療費、薬代も１回数百円であ

り、本当にありがたいと思います。若い人たちから甘えるなと怒られるかも

しれませんが、何とかこの体制を続けていただけたらと思いますので、よろ

しくお願いします。 

＜市の考え方＞ 

 高齢者の方や若い世代が長く暮らしていくために、医療機関がなくては安

心して暮らしていくことができませんので、お気持ちはすごく理解しており

ます。病院は企業経営、企業会計であるので黒字になればよいのですが、な

かなかそうもなりません。お医者さんの数は以前よりも少し増えてきており

ます。病院を維持していくためにも、病院の収支ができるだけ均衡になるよ

うに、しっかりと医師確保をしながら病院経営が安定できるように努めてい

きたいと思っております。

令和７年８月２９日（金）本町地区生活館 

＜意見・提言等の内容＞ 

病院事業の推進・拡充のことで確認したいと思います。 

 今年の５月に野口病院が閉鎖し、芦別においては市立病院が大きな病院と

なりました。 

 私は三角山に住んでいますが、三角山は高齢の一人暮らしの女性の方が多

く、町内関係のことで回ったりすると、そのご婦人たちから野口病院があっ

た時は時間もかからず診てくれたが、市立病院に通うと何時間も待たされた

という話をよく聞きます。結局どうするのかというと、その方たちは市立病

院に行かなくなり、家で薬を飲むとか、そんなことになっているのが現状で

す。市立病院の体制を見るとわかるとおり、市立病院でできないことは、砂

川、旭川、富良野などの病院にみんな通っていますが、これに通う人は車を

持っている人だから行けるのです。 

最終的に何が言いたいのかというと、市立病院の体制を見ると、他のまち

の先生たちに来てもらってまわしている形だが、このまま高齢者が増えて人

口が減っていった時に、病院に来る先生たちもいなくなるとしたら、芦別の
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 病院はどうするのかという心配です。長期的なビジョンみたいなものを何か

考えてほしいというような気がします。 

＜市の考え方＞ 

 病院のお医者さんが全ていなくなってしまって、市立病院が無くなってし

まうのではないのかということにつきましては、１０年前からお医者さんの

数が減ったのですが、ようやくお医者さんの数が少しずつ増えてきておりま

す。この問題は、芦別市の問題なのか、国の問題なのかわかりませんが、一

つは、今まで医師を供給していただいていたルールが変わって、供給元から

お医者さんが来なくなってしまいました。そんな中で色々と手を打ちなが

ら、何とか増やしてくることができて、少しずつ病院経営の安定化にも繋が

ってくると思いますので、そのことによって患者さんの満足度も高まってい

くものと思っているところでございます。つまり、芦別市の方針だけでお医

者さんの問題や医療政策は解決しない部分がありまして、現状、デフレ局面

からインフレ局面に変わっていく中で、診療報酬が変わらないということか

ら、人口規模に対して大きな自治体病院を抱えているまちはすごく厳しい状

況にあります。国に対しまして、小さなまちに公立病院がなくならないよう

にしっかりと訴え、理解をしていただき進めていかなければいけないと思っ

ているところでございます。 

 また、病院の待ち時間についてですが、野口病院さんの話や市立病院の待

ち時間を少なくというようなお話がありました。市立病院は待ち時間が長い

ということのご指摘でしたが、若干医師が増えてきているので、待ち時間は

少しずつ減るだろうとの話をしましたが、他の病院と市立病院の根本的な大

きな差というのは、市立病院は救急告示病院と言いまして、救急車が入って

来ます。そうすると、それまで内科の診療をしていた先生が対応することと

なります。医師の人数が多ければ、救急対応の先生を配置できますが、そう

いった状況ではないので、救急車が入って来ると、外来の先生が対応しなけ

ればいけません。また、最近はこの救急車の数が増えてきております。これ

は高齢化が進んでいることと、もしかしたら公共交通機関が少ないことで、

救急車で来られる方もいる可能性があり、実際に来た患者さんの症例・傷病

を見ますと、軽症の方がかなり多いといったこともあります。救急車が来た

ことで、先生が外来をストップしなければいけないということもあり、今の

ところかなり時間がかかっているところは変えようがなく、今以上に先生を

増やさないと解消ができませんので、今の状況をご理解いただきたいと思い

ます。 

 それから、他の診療科の出張医の先生が多いとの話もありました。以前は、

市立病院にも１９人ぐらい医者がいて、外科が３人、整形も２人いましたの

で、他に行かなくても、芦別で完結できていましたが、そういった診療科に

行く先生が少なくなってきているのと、医療全体が一つの病院に集約をし

て、１人体制ではなく、５人ぐらいで大きな病院で診療を受けましょうとい
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 うような流れになってきております。これは大学の方でそういう考え方に立

っているので、やはり大きな病院に先生が集まり、芦別に来るのは出張医し

かおらず、芦別で手術をすることもできないので、外科にしても整形にして

も、他の病院に行って手術をしてくださいといった流れになっております。

これは機能分化と言いますが、例えば、芦別の病院では手術をした後の回復

期の患者さんに入院してもらいましょうとか、砂川とか滝川は急性期の患者

に入院してもらいましょうとか、そういった形でそれぞれの病院が役割分担

していくということで、これから先もそうなると思っております。芦別の病

院にも色々な診療科があって、色々な常勤の先生がいて、すぐに対応できれ

ば本当はいいのですが、今はそういった流れにないということも、大変申し

訳ありませんが、ご理解をいただきたいと思います。 

２ 令和７年８月２０日（水）野花南生活改善センター 

〇医療機関の送迎対応について 

（担当所管：市立芦別病院事務部 事務課 総務係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 キラキラバスが市立病院に向けて出ています。富良野のかわむら整形で

は、玄関口から送迎する車を走らせています。芦別にも勤医協や中野記念病

院などがありますが、病院が送迎する方法は考えられませんか。年寄りは自

分で病院に行けない。財政の問題が一番大きいでしょうが、送迎ができるシ

ステムを民間でも結構ですので、考えていただけると大変ありがたいと思っ

ています。 

＜市の考え方＞ 

 市立病院の送迎のことですが、過去にマイクロバスを所有しており、駅前、

市役所前から定期運行していたことがあります。バス自体が老朽化してきた

というのが一つの原因で、キラキラバスが運行するとなった時に、バスの運

行を止めたという経緯があります。人工透析の方の送迎を色んな病院でやっ

ているので、かわむらさんのようなワゴン車の送迎を検討した経緯もありま

す。実際、透析をされている方にアンケート調査を行ったこともあるのです

が、あまり手を挙げる方がいませんでした。市内に介護タクシーがあり、そ

ことの兼ね合いもあって、話が進みませんでした。札幌などの都市部では、

各医療機関を定期的に結ぶワゴン車の運行が始まっていると聞いておりま

す。そういうことからすると、市立病院だけではなく、勤医協や橋本内科、

中野記念病院といったところがお金を出し合い、共同で運行するということ

も有りだと思いますが、車の購入と運転手の確保が一番の問題ですので、他

の医療機関も含めて話し合いを持った中で、実現できるか検討してまいりた

いと思います。 
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３ 令和７年８月２９日（金）本町地区生活館 

〇病院経営問題について 

（担当所管：市立芦別病院事務部 事務課 総務係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 昔、病院の事務長をしていましたので、そういった流れの中からお話をさ

せていただきます。 

 実は、市立病院が何かできるのかについては、正直に言うとできないです。

これはやはり国の問題でありまして、この間の選挙の時に総理大臣が高額療

養費の変更、引き上げを出しましたが、がん患者とか色々な方からの反対が

あって取り下げたということです。病院の皆さんはご苦労をされていますの

で、私もそのご苦労に敬意を表しますし、国も何もやっていないわけではな

い。 

 ２０数年前に後期高齢者という医療制度を作り、根本は医療費を安くする

ため、社会保障を下げるため、それが２０２５年問題です。私も戦後ベビー

ブームで生まれ、７５歳を過ぎまして、そういう方々が人口の２割いて、５

人に１人は認知症です。２０４０年問題というものがありまして、これは 

３８％が６５歳以上となり、この中の３人に１人は認知症だというような推

計がなされていて、厚生労働省も医療については、審議会などを立ち上げて

やっています。根本は少子高齢化であり、その原因は病院協会の会長さんが

言っていましたが、公立病院の９割、国立病院の７割は赤字でやれば、やる

だけ赤字だと言っていました。 

 この根本を解決するとすれば、やり方は二つだと思います。一つは診療報

酬を上げる。後期高齢者の診療報酬を安くしたけれども、一般の人の半分の

診療報酬では実際にはコストがかかることから、それでは収まらないため砂

川もベッド数を減らしました。今のままだと、砂川、滝川、深川もダメにな

ります。 

 私たちがやっていた頃は、病院会計で砂川は４５億、深川は２２億ぐらい

キャッシュを持っていたと思いますし、その頃、私たちのところの市立病院

は１２億を持っていて、６億は一般会計に貸していたくらい、皆さんがキャ

ッシュを持っていたのです。儲からない時代になったので、吉祥寺からは中

核病院がなくなりました。病院はやっていてもボランティアではないので、

病院の経済ベースは絶対ありますので、そうするとやっても赤字です。野口

病院さんもやっても赤字であれば、病院を建て直してやっていくとなった

ら、病院の建て直したお金は利益で償還しなければいけないが、現実は利益

で償還はできません。新しく建てた病院はみんな赤字です。利益が出ないよ

うに国が仕向けたのです。そのことについて、北海道市町村会などを使って

国に要望するしかないと思います。 

 僕は診療報酬を上げるのが一番だと思いますけれども、高額医療はある程

度の所得で抑え、現状を維持し、一般の方で月に５７，６００円、安い人は
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 ４万なんぼくらい、高い人が８万なんぼで打ち切って、健保組合などに補給

金制度がありますので、そういう補給金制度も充実をさせていくと、なんと

かかんとかにはなる。昔の病院は儲かっていて、キャッシュで４５億、２０

何億、うちでさえも１２億あったのだから、そんなことを考えると、厚生労

働省の若手がプランニングセクションでやりますが、例えば、介護の問題も

同じです。そういうところにそういう制度をちゃんとしてもらうように、市

長会を通じて是非要望をしていただきたいと思っています。病院協会の会長

も言っていましたけど、医療崩壊によって病院がどんどん無くなっていくと

いう話をしていましたので、高額療養は残しながらも診療報酬を上げる、新

しい税金でもいいです。芦別市だけではもうどうにもならないので、そうい

うことを市長会などを通じながら是非頑張ってやっていただきたいと思い

ます。間違いなく医療崩壊は現状でも起きています。 

＜市の考え方＞ 

 貴重なアドバイスだと思っております。そういった医療崩壊の危機がある

からこそ、自治体病院の意義というものがより大きくなってくると思ってお

ります。教えていただいたことをしっかりと踏まえ、同じように課題を抱え

ている首長さんとも意見交換をしながら、北海道の課題をしっかりと国にぶ

つけていければと思っております。 
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【総合計画における分野：福祉・介護】 

整理

番号
意見・提言等の内容と市の考え方 

１ 令和７年８月１９日（火）総合福祉センター 

〇高齢者保健福祉の充実について 

（担当所管：市民福祉部 介護高齢課 地域包括支援係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 高齢者福祉について、高齢者のニーズがどういうところにあるのかという

ことを市が把握して、それを施策に反映しているのでしょうか。 

 私は社協の生活支援サポートをやっています。ニーズをどう拾い上げるか

というような視点を施策に反映してほしいというのが私の希望です。高齢者

保健福祉については充実していると思いますが、細かいところで困っている

高齢者がいるのではないかというのが私の感想です。 

＜市の考え方＞ 

 役所の組織上、介護高齢、福祉など部署が分かれております。その中の介

護保険であれば、介護に関するニーズ調査を実施しておりますが、広く一般

的に高齢者全体に向けての調査までは実施しておりません。 

 高齢者のニーズは必要であると思いますので、何かの形でニーズ調査がで

きればと考えております。 

２ 令和７年８月２０日（水）野花南生活改善センター 

〇温泉券及びバス券のあり方について 

（担当所管：市民福祉部 介護高齢課 地域包括支援係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

市から温泉券と一緒にいただくバス券について、温泉に行く時しか利用で

きません。温泉に行くにも汽車とバスを乗り継がないと行けないので、なか

なか行けません。市立病院まででも使えるようにしていただければ、私たち

もありがたいです。 

＜市の考え方＞ 

２年くらい前から券のあり方について、市の方で検討しております。まず

は温泉券のあり方について検証を行ったうえで、例えば、他のバスやタクシ

ーに使えることも検討しております。もう少し時間がかかりますが、見直し

を考えておりますので、ご理解いただければと思います。 

令和７年８月２６日（火）新城多目的研修センター 

＜意見・提言等の内容＞ 

高齢者にバスと温泉券を発行していると思いますが、新城地区からその券

を使って温泉に行くのは難しいので、タクシー券とバス・温泉券のどちらか

を選べるような体制にしていただけるとすごくありがたいと思います。 

私は民生委員もしておりますが、車の無い高齢者は病院に通いたい、買い
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 物に行きたいといった時に足がなく、近所の人の車に乗せてもらっていた人

がいましたが、近所の方も都合が悪くなり、連れていくことができなくなっ

てしまったところ、家から長い距離を歩くことができない方なので、介護タ

クシーかタクシーを使って行ってもらうしかないというような感じです。そ

ういう時に少しでも金額的に補助をしていただけるのであれば、バス・温泉

券は行こうと思っても、結局、利用ができないことから、タクシー券とどち

らか選べる体制にしていただけるとありがたいと思っております。 

＜市の考え方＞ 

 今、現実に起こっている状況も交えてご説明をいただきありがとうござい

ます。 

 まず、バス・温泉券につきましては、議会からも色々と問題提起をされて

おり、その在り方についてはどうしていくべきか検討しているところです。

今後、タクシー券に振り替えて使うなどについては、これから検討をしなが

ら、どういった形が良いのか答えを出していかなければならないと思ってい

るところであります。それとは別に、生活をしていくうえで、交通の便が悪

くて生活に支障が出ていることに関しては、別の解決策も必要だと思ってい

るところであります。 

 現時点で公共交通においてお示しできるものはありませんが、社会福祉協

議会で実施している介護ボランティアというものがあります。また、その方

が介護の認定を受けているのかいないのかによっても変わってくると思い

ます。介護の認定を受けているのであれば、各種サービスが用意されており

ますので、例えば、介護支援として物を買ってきて貰うこともできますし、

介護タクシーを使って行くこともできますし、デイサービス利用時（レクリ

エーション）に買い物をして帰ってくるということもできたりするようで

す。いずれにしましても、困ったことがありましたら、市の介護高齢課にご

相談いただければ、色々なことを教えることができると思います。 

令和７年８月２９日（金）にしあしの里（旧西芦別小学校） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 市の方で出している温泉に行くバス券について、これはあくまでも駅前か

ら温泉に行くまでの券です。温泉にしろ、バス券にしろ、行かない（使わな

い）人がかなりいると思います。これからは普段の温泉以外でも使ってもよ

い、例えば、西芦別から芦別まで、頼城から芦別までの差額分を出すという

方法も考えてほしいと思います。私たちが入っている住宅は高齢者が多いで

す。何とかバス券を有効に使わせてもらえれば助かり、余ったりすることも

ありません。 

＜市の考え方＞ 

 バス券については、市議会からもご提案をいただいております。温泉の利

用について少し問題があり、その解消も含めて、温泉に通えない人たちに向
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 けてのサービスのあり方を含めた券の活用について内部で検討していると

ころでありますので、少し時間をいただければと思います。 

３ 令和７年８月２６日（火）新城多目的研修センター 

〇各町内会に対する行政事務委託費について 

（担当所管：市民福祉部 市民環境課 生活交通係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 各町内会に行政事務委託費ということで、連合町内会を通じて我々に交付

を受けているところですが、令和５年から令和７年までは委託費を固定しま

すということで、令和８年からはどういった考え方で交付されるかわかりま

せんが、行政事務委託費は確保されるということである。今後、来年に向け

て予算編成されると思いますが、どういった考え方・方向性を持っているの

か教えていただきたい。 

 芦別市全体の人口、戸数も減っている。今までの算定の中で戸数割があり

ますが、戸数割の方は減少してもやむを得ないと思いますが、他の要素もあ

りますので、それらについては現行を維持してほしい。また、より以上増額

していただければ幸いだと思っております。農村地区は特に高齢化が芦別全

体で先に進んでおります。そこに来て、戸数が減っている中で町内会を運営

していくということは、町内会費を倍にしても集まる金額は知れているとい

った理屈になります。そういった意味でもなんとか町内会の運営のために、

少しでも増額になるような予算付けをしていただければありがたいと思い

ますので要望いたします。 

＜市の考え方＞ 

 令和８年度からの委託費については、まちづくり懇談会並びに市政懇談会

にいただいた意見を踏まえ、世帯数を令和７年１０月１日付けとし、世帯割

や地籍割の単価を増額することとしました。世帯の置換えにより、前年度よ

り委託料が減額する町内会については、減額による影響が出ないよう据置き

することとしました。 

 また、連合会諸経費について業務委託料積算基準では、公共団体等に委託

するものは原則諸経費の積算は行わないこととしておりますが、町内会連合

会については、行政サービスを各地域へ提供する非常に大きな力となってい

ることから、今後の町内会活動を円滑に進めていただけるように、連合会諸

経費として単位町内会合計額の１０％を委託費に含めて積算しております。

４ 令和７年８月２８日（木）啓南多目的研修センター 

〇町内会役員の担い手不足について 

（担当所管：市民福祉部 市民環境課 生活交通係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

市民にしてみれば、市の方々に直接話をすることがないということで、町

内会が間に入って言ってもらいたいということもありました。町内会として

は、芦別に長年住んでもらいたいと考えていますが、なかなか住んでもらえ
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 ません。芦別に住んでいてもお祭りなどの会合やふれあいがない。町内会は

まちづくりの基本というのはわかるが、町内会費を払っても何もやってくれ

ない。払わないと文句を言われる。上芦別も商店が少なくなり、買い出しも

大変であるため、本町や他の町内会に引越してしまうという話を聞いたこと

があります。町内会費を払っているにもかかわらず、まちづくりやふれあい

をやらなくなってしまった。昔からやっている盆踊りもなくなりました。先

日、うちの町内の役員で話をしましたが、人口が減って、盆踊りをやりたく

ないと言っています。やる人がいなくなって、お祭りもできなくなりました。

上芦別神社の春と秋の祭典も一切やらなくなりましたが、神社のお札を買え

ないかと言ってくる。住民にしてみれば、「ちょっとおかしいのではないか。」

ということを町内の方ではっきり言ってくれないかと言うが、町内としても

団体にはなかなか文句を言えない。我々の代弁と言ったら悪いですが、市と

して何か考えていませんか。 

＜市の考え方＞ 

 町内会の困り事として捉えさせていただきました。 

 人口減少や高齢化に伴い町内会の加入率の低下や役員の担い手不足など

が顕著になっている現状にあることから、地域活性化を図るため、国の集落

支援員制度を使い、設置要綱を定め、西芦別・頼城地区に１名配置しました。

主な活動内容は、共同浴場のサポート、地域の見守りとして、独居高齢者へ

の緊急通報システムの設置、高齢者サロンの開催、除雪ボランティア等を各

関係団体と協力しながら実施しており、令和８年度も引き続き、同地区の地

域の課題を解決できるように取り組むこととしております。 

 また、各町内会の実態を把握するため、アンケート調査を実施させていた

だきましたので、調査結果に基づき、ヒアリングを実施し、個別に対応して

まいります。 
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【総合計画における分野：学校教育】 

整理

番号
意見・提言等の内容と市の考え方 

１ 令和７年８月２６日（火）常磐多目的研修センター 

〇芦別高校の存続について 

（担当所管：教育委員会学務課 総務係） 

＜意見・提言等の内容＞ 

 芦別中学校３年生６３人のうち、２０人ぐらいが芦別高校に進学している

との説明でしたが、その他の４０人ぐらいは他校に進学しています。倍程度

の方が芦別高校に入らずに他校に行っているということですが、なぜそのよ

うになっているのでしょうか。 

 滝川高校、滝川西高校、富良野高校に行っているという話を聞いたことも

ありますが、人口がまだ１万人いて、ほかの地区では５千人切っていても高

校を維持しようとしていると聞いたことがあることから、何とかならないも

のかと思っています。 

 芦別は娯楽施設がなく、大きいまちに行くと、それなりに娯楽があるとい

うのはわかりますが、このままだと芦別の高校はなくなってしまうといった

危機感を持っています。是非、自分の孫の代に芦別高校がなくならないこと

を願っています。教育長も取り組まれているということもわかっているので

すが、踏込み方が足りないのかなと、市外の中学校・高校でいじめとかの話

も聞きますので、目を光らせて、学校と一丸となって排除していくといった

中で、是非、存続のためにも、今日も楽しみに学校に行けるというような方

向性で向かってほしいと思います。 

＜市の考え方＞ 

 約４０人のうち、滝川高校、滝川西高校にその半分、２０人ぐらいが進学

している傾向にあり、残りの２０人については、スポーツで私立の高校から

推薦を受けたり、進学を目指して札幌や旭川の進学校に進んだりと、生徒の

目標に沿った形で、多様な進学先があるという状況になっております。生徒

の希望もありますし、保護者も高校卒業後の進路を考えた中で、お子さんと

話し合って進路を決めている状況であり、そういう要望に芦別高校が応えら

れるのかというと、十分に応え切れない部分があるのではないかと考えてお

ります。 

 ただ、大学への進学についても指定校推薦という制度がありますので、一

定程度、私立の学校でしたら、様々な道内の大学に進学できるとともに、近

隣の富良野や滝川など看護学校の推薦も持っておりますので、そういう道を

目指しているお子さんにも対応できるようになっております。さらに、就職

についても市内をはじめ、空知・中空知管内の企業から募集があり、十分対

応できるようになっております。 

しかし、高校生活といいますか、勉強や部活、放課後に買い物をしたり、
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 友達と遊んだりなど、様々なやりたいことがたくさんある中で、そういう観

点では、芦別のまちではちょっと足りないと感じる方がいて、特に、部活で

は、団体競技になると芦別高校は生徒が少なく、範囲が絞られてしまうこと

から、滝川等の生徒数が多い学校を目指すお子さんがいると聞いておりま

す。 

 何とかそこを芦別高校でも、少ない種目ではあっても部活ができること

や、３年生がいなくなると部員がいなくなる部もあるとは聞いていますが、

かえって先輩がいない方が新しく入学した１年生を中心に新たな取組がで

きるのではないかと個人的には思っております。そのような魅力、芦別高校

に行ったらこういったことができますよという部分を十分伝えながら、生徒

確保に向けて取り組んでいきたいと思っております。 

 また、２年ほど前に芦別高校の生徒が問題行動を起こしたことがあり、そ

れをきっかけに中学生が敬遠するといいますか、そのような状況になったと

いうことは聞いております。高校自体もそのことを踏まえて、生徒指導をし

っかり取り組んでおりますし、高校生が自分たちの学校生活をより良くしよ

うと、校則の見直し、自分たちで学校を変えていこうという動きも出てきて

おります。簡単なものではないと思いますが、そういった動きに期待してい

るところであります。 

 ここ数年、高校生カフェとして、道の駅でコーヒーや焼きそばなどを販売

するといった活動をしております。自分たちで地域に出て活動するというこ

とを継続しており、今年も実施予定であるとともに、地域の若い事業主を講

師に招いて、地域の問題を話し合うことを地方創生塾として実施しておりま

すが、そういった地域と連携しながら進めていくということも始まっており

ますので、学校の中だけではなく、地域の皆さんと共に育っていくといった

形をとることにより、芦別高校らしさといいますか、芦別らしさというもの

を出していけるのではと考えております。道立学校ですので、義務教育を所

管する教育委員会が直接的には言いにくい部分もありますが、芦別高校の校

長とも連携しながら進めておりますので、引き続き応援していただければと

思っております。 
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